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知的対話の基礎 としての 「寛容」

フ ェ リ ッ ク ス ・ウ ン ガ ー

寺 西 宏 友 訳

まず,本 日名誉 学位 記 を賜 りま した こ とに心 よ りの感謝 を申し上げ ます。 こ

の栄誉 は私 に とって特 別な喜 びである とともに,大 い な る義 務 を も意 味 します 。

昨年 来 日をす る前 に,創 立 者 池 田先 生 の著作 を詳 細 に拝読 し,思 索 を させ て い

た だ き ま したが,そ の際 に,あ る一 つ の こ とが 明確 にな って まい りま した。そ

れ は,我 々 は皆,世 界 的広 が りで の対話 に取 り組 み,違 い を乗 り越 え,あ るい

は また相 互理 解 の基礎 を達 成 しなけれ ばな らない ということであ ります。我 々

は,一 つ の地 球 とい う惑 星 の上 に生 きてお り,こ の地球 の これ か らの運 命 とい

うの は,我 々 の対 話 遂 行 能力 に よ って 決 め られ るのであ ります。後 ほど詳 しく

申 し上 げ ますが,対 話 か ら一つ の倫 理 的価 値 が生 まれ,そ れ に従 って我 々 は行

動 しな け れ ばな らない と考 えてお ります。それ は,即 ち 「寛容 」 で あ ります 。

我 々が このことを学 ぶこ とが出来れば,平 和 を確 か な もの とす る基礎 が築 ける

のです。 いずれに しま して も,池 田先 生 と我 々の姿 勢 が共 通 す るとの確信 を持

つ ことが 出来,大 変 に うれ し く思 って お ります。 それ は即 ち,異 文化 間そ して

宗教 問 の対 話 を共 同 して集中的 に行 ってい くことを意味 します。世界の中で こ

の地は,仏 教 に よ って,ヨ ー ロ ッパ はキ リス ト教 に よ って特徴づ け られてい ま

す。池 田先生 の著作 を学ばせていただいた限 りでは,我 々 を隔 て るの は言葉 に

よる表 現 と解釈のみであると思い ます。宗教間対話 によって,様 々 な何 世紀 に

もわ た る伝 統 で培 われた思考形態 の問に橋 を架け,新 た なそ して グ ローバ ル な

文化 の為 の新 たな基礎 を再 び創 出す ることが,使 命 で あ る と思 い ます。 この こ

とは,我 が アカデ ミーの副 会 長 で あ り,ロ ーマ ク ラブの リカル ド ・デ ィェス=

ホ ッホ ライ トナ ー会 長 が常 に,励 ま して 言い 続 け て い る こ とで もあ ります。
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ヨーロ ッパ科学芸術 アカデ ミー一は,1990年 にケ ーニ ッヒ大 司教,ロ ブ コ ビ ッ

ッ教 授 と私 に よって,人 類 に とって変化 す る学 問 の意味 を考慮す ることを 目的

として,創 立 され ま した 。

我 々 は,以 前 及 び これ か らの全 ての世 代 を含 めて,時 の流 れ の中 で,常 に変

化 す る世 界 に生 きて い ます 。全 ての変化が如何 に速いか は,我 々 自身が 身 を持

って知 る と ころであ ります。今現在生 きてい る,過 去 に生 きた,ま た これ か ら

生 きる全 て の人類 が,人 間 と して の道 を 自身 の一 生 を生 きることで,駆 け抜 け

なけれ ばな りませ ん。 自己存在 の本質か らして,我 々 は存 在(生 きていることの

意味)を 把 握 せ ね ば な らず,存 在 の方 向付 け を しな けれ ば な らず,最 終 的 に は

あ る種 の存 在 の規 定 とい うところにた ど り着 かね ばな りませ ん。変化 は永遠で

す。 しか し,時 代 の画期 か ら画 期 へ と,全 て を根底 か らと らえ る よ うな大 きな

転換が生 じます。我 々は今,そ う した大 転換 を体験 して い ます。それ によって,

全 ての生 命 を新 た に方 向付 け をす るため に問い直す こ とが必要 なのです。 こ う

した不断の新 たな方向付 けの作業 に,未 来へ の大 い な るチ ャ ンスが存 するので

す。

ロベル ト・ムシルが言 うように,「全 てが新 た な物 へ と,燈 め いて い る。」我 々

の道 程 において,自 己 の体験 を通 して,新 た な る物 を認識 し,掌 握 し,そ して

また更 に新 た なる物へ の一 里塚 とすべ く,眼 と心 を開い て おか なけれ ば な らな

いのです。 こう した常 なる転変 をこそ,ア カデ ミーは指 し示 さなけれ ば な らな

いのです。全 ヨーロ ッパ に及ぶ1000名 以 上 の会 員 と共 に,我 々 はこの転 変 を考

慮 す べ く努 力 してお ります。そ して,ヘ ル ムー ト ・コ ール,ス ペ イ ン国王,ヨ

ル ダ ン皇 太 子,ジ ャ ック ・サ ンテ ール,ア パ ー ド ・ゲ ンツ,ヴ ァツ ラ フ ・バ ベ

ル,ヴ ィク トール ・ク リルナ等 の多 くの政治家 によって,支 持 ・庇 護 され てい

ます 。1997年3月 よ り,池 田先 生 を本 ア カデ ミー にお迎 えすることが出来 まし

た。我 々が考 えた ことを社会 に伝 えて もらう為 に,こ う した人 々 を必要 とす る

の です 。本 口ここで,私 は皆様 に,本 ア カデ ミーの使 命 を3つ の本 質 に関 わ る

点 に わ た り,お 話 し申 し上 げ よ う と思 い ます。

この3点 につ い て始 め る前 に,前 提 と して確 認 したい こ とが ご ざいます。そ

れは,全 て の人 間 は,そ の存 在 を確 か な もの とす るため に肉体的に働 く,ま た,
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精神的にはその存在 に方向付けを与えるということです。存在の為の克服 と方

向づけにおいて,人 間はその人生に意味を与えることが出来るのです。労働の

価値は,偏 に生への意味付与において見出 しうるのです。

皆様 にアカデ ミーの本質 をご理解 いただ くため に,3点 をか か げ ま した。

1.科 学(学 問)と は何 か

2.諸 科 学 の 関係 性

3.科 学 の 目的:世 界 像 及 び グ ロ0バ ルな基 本 的価 値 の形 成 の為

まず,第1点 目につ い て,科 学 を どう見 るか:

この問 いへ の基 本 的 な こ とは,す で に答 え られ て い ます 。科 学 の基礎 は,入 間

の 自然 に対 す る関係 性,人 間同士 の関係 性 及 び精神 的 な ものへ の関係性の中で,

集積 された多 くの体 験 で あ る と,理 解 すべ きです 。 人 間 の 自然 に対す る関係性

には,自 然科 学,技 術 科学 及 び環 境 科 学 が該 当 します。人間同士の関係性 に於

いて は,語 学,歴 史学,社 会学,経 済 学,政 治学,心 理学 及 び医学 が該 当 しま

す 。精 神 的 な ものへの関係性で は,哲 学,芸 術 及 び宗教 が見 出 され る。

これ ら3つ の 「人 間 の 関係 性」 は,人 間 の 肉体 ・精神 的作 用 の別 か ら,切 り

離 して考 え られて はな らない。そ うではな く,こ の3つ が一 体 とな った生 き生

き と した相 互作用 に於 いてこそ理解 されるべ きである。従 って,相 互 に連係 し

合 う科 学 こそ が,人 間存 在 に対 して意 味 を為 す の であ り,科 学 の相 互作 用 にお

い て は じめ て,人 間存 在 の実体 の全 体 像 が示 され るのである。

以上の ことか らすで に,第2点 目の科 学 の相 互 関係 に対 す る答 えが 出て きま

す。科学 は相 互に,生 命 の全 体像 を織 りあ げ る こ とがで きるように,ネ ッ トワ ー

ク を結 び合 わ なけ れ ば な りませ ん。それが出来 ない限 り,マ ルテ ィ ン ・ハ イデ

ッガ ーの 「学 問 は考 えることを していない」 とい う非難 は,厳 しい現 実 で あ り

つづ け ます 。 しか し,し ば しば 「科 学 」 とい う タイ トルの下 に,人 間存在 に全

く意 味 を為 さない とい う意味での,精 緻 な無 意 味 な る物 が集 積 され ることがあ

ります。 これは,ネ ッ トワー ク化 とい う視 点 を もたない 「科学の官僚」 によっ

て行 われ ます。



166

この ように学際 的な思考 を修得す ることが,科 学 の緊 急 の課 題 の一 つ で あ り

ます 。それは,自 身の経 験 全 て を結 び合 わせ な ければな らない とい うほどの意

味であ る。科学 は,結 合 ・ネ ッ トワー ク化 にお いて は じめて,人 間存 在 の ため

に有用 とな るので あ る。科学 における思索 は,学 際的 に,ま ず は診 断 的 に,つ

ま り,人 類 に と って の欠 陥 と危 険 を見 出 し,そ して臨床 ・治 療 的 にあ らゆ る経

験 を駆使 して欠陥の克服 のための コンセ プ トを提示 します。そ うした ことか ら,

予 後療 法 的 に未 来 の構 築 の為 の ヴィジ ョンが生 まれ出 ます。 ヴィジ ョンとシナ

リオは,生 きてい くため に欠 か す こ とので きない ものです。それ らは,我 々 と,

将 来 再 び ヴ ィジ ョンを必 要 とす るその子孫達 に,意 味 と希 望 を与 え ます 。 そ れ

は,人 生 のバ トン リ レー の よ うな ものであ り,ヴ ィジ ョンに よって未 来 に対 す

る信 頼が培 われるのです。

相互 に織 りあげ られた科学 は,水 平 的 に は 日常生 活 に供 され,垂 直 的 に は共

生 に,そ して時 間的 には まさに ガル デ ィー二が 「道が生命 の まっただ中 をい く」

と述べ た ように,生 を貫 く道 に役 立つ の で す。 時 間が我 々に とっては問題で あ

り,ダ ンテの切 迫 した 「もっ と,時 は短 い」,池 田 ・ペ ッチ ェイ の呼 びか け の 「ま

だ遅 くはない」,ア カデ ミー創 立 者 のケ ー ニ ッヒ大司教 と私の 「我 々には,未

来 が あ る」 との言 葉 は未 来 に対す る確信 を強調 している。 その思索及 び行為 に

お いて人生が短す ぎるというこ とそれ自体が,我 々の 問題 なの で あ ります 。 そ

れ 故,常 に直 ちに,そ して き っぱ りと行 動 に移 す こ とが大事 なのであ ります。

例 えば心臓外科医の私がいつ もそ う しているよ うに。以上 のような生命 の要 請

か ら,科 学 は,学 際 的で なけ れ ばな らない ので す。

人生,社 会 そ して グロ ーバ ル に地 球 に対 して どのような貢献 を為すべ きか,

との 問 いか けが 常 に提起 され る。 自身の人生 に対す る貢献が有用 な ものであれ

ば,私 の知識 が他 者 に とって も役 立 ちうる可能性があ るのです。従 って思索 と

は,自 身の知 識 を人生 の方 向付 けの ために他者 に与 えてい くとい う,隣 人愛 あ

るい は,遠 く離 れ た人へ の愛 とい う倫 理 的価値 の表現 で もあ ります。 この意 味

にお ける科学 は,モ ハ メ ッ ドに お いて は,ミ サ(宗 教 的儀式)と 見 な され ます 。

人 間 に とって有用 な科学 は全て,芸 術 で もあ ります 。 それ は,ま す ます 多 くの

科 学 が 学 際的 な断面 ・観点 を持 ち寄 り,最 終 的 にほ ぼ球 面 に近 い像 を もた らす
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よ うに しな けれ ばな らない とい う意味です。 そ うして,科 学 は人 間 に とって,

芸術 とな るの です 。芸 術 的 医学,芸 術 的哲学,芸 術 的政 治,絵 画,作 曲の芸術,

芸術 的対 話,そ して芸 術 的 な信 仰 の伝 導 とい うで はあ りませ んか。芸術 的科学

は,人 類 存 在へ の貢献 をな し,そ して そ れが また次 へ の道標 となるのです。

全て簡単 そうに聞 こえるか も知 れませ ん。 しか し,我 々の今 日的世 界像 の基

礎 とい うこ とになる と,我 々 は,神 に代 わ る科 学 の魔 法 に非常 に強 くとらわれ

ている ことを認め ざるを得 ません。人類 は自身 を超人間的存在へ と,そ して何

事 を も可 能 とし うる信 念 を,科 学 の世 界 の新 た な神 の原理 へ と押 し上 げま した。

過去200年 間 に,数 学 的 ・合 理 的 な る もの に対 す る過大評価 が起 こって参 りま

した。そ してそれは,他 の学 問分 野へ の展望 を塞 ぎ,ゆ が め て し まったの です 。

そ れ は,我 々 に常 軌 を逸 した世界 像,即 ち統 制 が きかず,異 常 な ほ ど合 理 的 ・

論 理 的 な もの に傾 いて しまった世界像 を もた らし,そ こで は人 間 の もつ3つ の

関係 性 に於 いて,人 間同士 のそ して,精 神 的 な ものへ の 関係 が損 な われていま

す。実際の この3つ の関係 に於 いて,1つ が過 大評 価 され るこ とはあ って も,

人 間 が その 中心 に位 置 す る こ とが で きる ように,バ ラ ンスが保 たれ な けれ ば な

りませ ん。歪め られた世界像 と同義語 として,お 金 が過 大評 価 され て い ます。

そ の程度 は,か の銀 行 とい う大聖 堂 の 中 の,窓 口 とい う祭壇 で我 々の命 が 生 け

賛 として捧 げ られる 「金の子牛」以上の ものがあ ります。

それ につ いて,2つ の例 証 を示 したい と思 い ます 。 大量失業 を背負い込 むた

めに,日 々数 十億 ドル相 当 の株 式 保 有 の名義書 き換 えが行 われてい ます。それ

は,1つ の ドラマ です 。何 故 か な らば,ま ず 第1に かつ て ミダス 王が 試 み た よ

うに,お 金 を食べ る こ とはで きませ ん し,ま た一方 で は何 千 人 とい う人 々 の生

存の意味が略奪 され,従 って必 然 的 に,新 た な ヨー ロ ッパ にお け る革 命へ の基

礎 を据 えてい るのです。それに比べれば,あ の残 酷 な フ ラ ンス革 命 です ら,楽

しい ダ ンスで あ った と言 え ます 。私の専 門である医学に於いて,統 制 の取 れ な

くな って い る こ とが あ ります。医学学校 においては,人 間 は対 象 へ と財 め られ

て い ます 。 そ して哀れ な患者 は,患 者 の権 利 に よ って 医療 保 険 の対象 とされね

ばな らないのです。 もし我 々が,生 命 の始 ま り と終 わ りにつ い て,掌 握 して い

る と信 じて い るな らば,事 態 は もっ と深 刻で す 。 そ の ことに よって最終的には,
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この素晴 ら しき厳粛 な生命 の転換 点(死)を 操 作 しう る様 に,ま た シ ュペ ーマ

ンの言 葉 を借 りれ ば,「 最 終 的 に殺 人 の恨 み を免 れ る ため に」,曖 昧 さの みが生

み 出 され るのです 。

我々 は断固 として,科 学 は神 に とって代 わ る もの で はな く,そ れ は不 可 能 な

こ とで あ る と,認 識 すべ きです 。 自然 ・人 間 同士 ・精神性 か らなる トライアン

グルにおいて,一 方 的 に理性 のみ が強調 され て きたこ とに よって,こ の三 者 の

関係 が,全 く変 質 して しまい,人 間 を中心 に した調和 か らはず れて しまって き

ている。計測可能な ものの他 に も多 くの ことが,シ ェー ク ス ピアの い う 「天 と

地 の 間に」,横 た わ って い る とい う こ と を,徐 々 に気 づ き始 め て い ます 。 人間

に とっての多 くの本質的なテーマ,例 え ば死 とか セ ック スの 問題 が,過 去 に排

除 され た り,タ ブ ー化 され て きた。 こ う した排除 ・タブーにつ いて,シ ュニ ッ

ツ ラー及 び ジー グ ム ン ト ・フロイ トが,取 り上 げ た の も故 無 し とは言 え ませ ん。

或いは最近,死 を タブ ー と して い るため に,脳 死 の問題 を ど う取 り扱 うかが,

如何 に難 しい こ とかが分 か って きてい ます。

しか し,3つ の 関係 性 にお け る科学 の偏 向性 を修正 しようという,目 に見 え

る変化 の兆候 が ヨー ロ ッパ にお こって きてお ります。計測可能性或いは計測可

能 とす ることに対 して,ヴ ィ トゲ ンシ ュ タイ ン以 来,抵 抗 が起 こって きて い ま

す 。 も し,精 巧 な細工 物 の よ うな個 別 の 知識 に執着す るな らば,科 学 はそ れ に

よって 自己再 生 をな し,し か し全 く人 間 とは無縁 の もの となって しまうの は,

明 らか です 。

憶 測 上 の 人 間超 越 か ら一種 の宗教へ と形式化 された科学信仰 は,人 間 とは無

縁 の ものです 。科 学 だ けを信 じる人 は,原 理 主義 者 で あ り,時 代 の鼓動 を誤 っ

て解 釈 して い る,ま た しよ う と してい るので す。私は,人 間 の 自然 ・人 間 同士 ・

精神 的 な ものへの関係性 を調和 させ ること,そ のバ ラ ンス にお い て存 在 の実体

に肉薄す るこ とこそが,ア カデ ミーの喫 緊 の課 題 で あ る と断固申 し上 げたい。

我 々が 思索す ることを学 び,科 学 を学 際 的 に ネ ッ トワー ク化 す ることが,喫 緊

の絶対 命 令 なので す 。全 体 的脈絡の中か ら取 り出された個別 の科学 は,至 る と

ころ に点 在 す る人類 に対 す る支配 に仕 えるだけです。 こう した態度で終始す る

な らば,我 々 は衆愚 政 治 あ るい は悲惨 な革命への種子 を植 えることになって し
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ま い ます 。

第三点 目の 「科学の 目的:世 界 像 及 び グロ ーバ ル な基 本 的価値 の形成 の為」 に

つ いてQ

科 学 の 目標 に関す る方 向付 けは,す で にお話 し申 し上 げた よ うに,科 学 を人

類 に とって有 用 な もの とする とい うこ とです。それぞれの時代時代 にあって,

世界 像 に結 実 す る よ うな,新 た な文 化 の創 出 に永 遠 に貢 献 を為す ことであ りま

す。 ヨーロ ッパ史 においては,様 々 な世 界像 が あ りま した。例 えばギ リシ ャの

宇宙観 に基づ く世界像,ト マ ス ・ア ク ィナ ス の神 秘 主 義 的,デ カル ト以 降 の論

理 的,近 代 の理 性 的 世界 像 等 々。 私 は,新 た な世 界像 を,生 態 学 的 ・神秘 的 な,

そ して グロ ーバ ル な次 元 を持 った もの と考 えてお ります。 こうした世界像 は,

知 性 と知 性 の対 話 か ら生 まれ,「 グ ローバ ル な人 類文 化 」 を もた らします。今

日それ は,可 憐 な花 の よ うな存 在 で はあ りますが,あ た か も荒 れ狂 う生 命 の大

海 を照 らす屹立 した灯台の如 く,希 望 の輝 きを強 く放 ってお ります。本質的 な

前提条件 は,第0に,最 初 の部 分 で 申 し上 げ た とお り,科 学 を認 識 す る こ と,

第 二 には,そ れ を学際 的 に,第 三 には 目的 と して全 体 的 な脈 絡の中へ と至 らし

めるこ とであ ります。

全 ての世界像及 び文化 と同様 に,新 た な グロ ーバ ル な文化 は,人 間 の信 仰 を

た もつ能 力 の上 に築 き上 げ られる とい うことを,は っ き りと させ て おか ね ば な

りませ ん。宗教 とい うのは,人 様 々 に解 釈 す る こ とは出来 ますが,全 ての文 化

の源 で あ ります。 ここでの意味は,密 度 の濃 い宗 教 問対 話 を為 して い くとい う

ことです。 それ はまた,逆 に我 々皆 が他 の文化 ・宗教 と対峙 しなければな らな

い と言 うことを も意味 します。全 ての宗教 は,そ の核 心 にお い て,天 と地 の創

造者 と して の あ る種 の神 をたててお り,そ の神 が,人 類 に人生 を通 じての 目的

と して の救 済 を予定 してい るのです。

こう した対話 の為 に,あ る新 た な 人生 の徳 を徹 底 して学 ばなければな りませ

ん。即 ち 「寛容」 とい うこ とです。それ は,決 して形 式 的 な寛容,例 えば ヨゼ

フ ー-世の寛 容詔 勅 の よ うな こ とで はあ りませ ん。今 日間 われている寛容 とは,

他 者 の違 い を分析 ・理 解 し,自 分 自身 と対時 させ る とい う内容的 に深 い もので
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なければな りませ ん。それは,一 方で は多 くの愛 着 と別 れ をつ げねばならない,

しか し,他 方 で は大 い な る豊 か さ を もた らす とい うこ とです。対話 を通 しての

出会いの中で,他 者 は 自分 を補 完す る もの とな った り,新 た な全 的存 在 とな る

の です 。対 話 は脈打 ち,あ たか も花 火 が,次 か ら次へ と大 輪 の花 を リズ ミカル

に生み出 してい くように,永 遠 の鼓動 を もた らす の です 。

しか し,こ う した対 話 のポ イ ン トは何 なので しょうか?対 話 の 中 に於 い て,

本 質 的 な共 同体 的 連帯 感 を明 らか にす ることです。宗教 間対 話 に於いては,我 々

は皆 同様 な創 造 主 と して の神 を想定 しているこ とが,直 ち に明 らか とな るで し

ょう。 素 晴 ら しい宗教の創始者 は,人 類 に対 して彼 のメ ッセ ー ジ を,人 生 にお

け る救 済 と して,示 す こ とに成功 しま した。 そ の こ とを通 して,こ れ らの 言葉

は永 遠 とな るの です 。 ここで,聖 ペ テ ロが,キ リス トにつ い て述 べ て い る こと

を引用 したい と思 い ます。 「主 よ,私 は何 処 へ 行 くべ きで し ょうか?汝 は永

遠 な る生 の言 葉 を覚 知 して い る。」(ヒ ンヅー教の)ヴ ィシ ュヌ ーが 世 界 を三 歩

で わ た ったことも,ブ ッダが 自己救 済 を求 め て,大 変 な苦 行 を 自身 に課 した と

い うことも,ほ ぼ同 じ意 味 とな るので す 。

この宗教 間対話 を,例 えば新 訳聖 書 の 中 の ロ ーマ兵 と2マ イ ル同行 した た と

え話 を もって,説 明す る こ とが 出 来 るで し ょう。最初の1マ イル は義務 感 で,

2マ イ ル 目か らはデ ィス カ ッシ ョンが始 まる。

皆 さん,全 て の科 学 の 目的 につ いて定 義 をす る前 に,簡 単 に 「3」 とい う言

葉,我 々 は頻 繁 に使 って お ります が,そ れ につ い て お話 を します 。 「3」 とい

うの は,二 元 主 義 の 克服 で あ り,「 完 全 」 を表現 して い ます 。 二 元主義 とい う

の は,簡 単 に見 通 す こ とが 出 来 ます 。 「黒 と白」「善 と悪」 「計測で きる もの と

そ うで ない もの」 「男 と女」「明 と暗」 「昼 と夜」等 々に整理す る事が出来 ます。

3つ の 要素 の相 互 作 用 とい う意 味 の 「3」 にお いて は,人 間が 中心 に位 置 して

い れ ば,完 全 な る真 理 を示 唆 す る ような ある種 の電界 の ような場が生 じます。

我 々が知る ところの三幅対の多 く,キ リス ト教 の三位0体 論,仏 教 にお け る 「仮

諦 ・空 諦 ・中諦 」 の三諦論,「 天 上 ・地 上 ・下 界 」 とい う宇 宙論 的世 界観,ダ

ンテの 「天 国 ・地 獄 ・煉 獄 」,ラ イ プニ ッッの 「過 去 ・現 在 ・未来」 とい う時

代 順的,「 子 供 ・両親 ・祖 父 母」 とい う世代 論 的捉 え方等 々,意 味 が な い わ け
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で は あ りませ ん。

私 た ち は,3つ の使 命 と課題 を 自 らに課 した い と思い ます。 そ して,3つ の

願 い を掲 げ た い と思 い ます 。我 々は,誕 生,生 そ して死 とい う決 して長 くはな

い 道の りで,こ う した3つ の相 互 に緊 張 す る関係 性 か ら,救 済 を期待 して い ま

す 。

今世 紀 を規定 して きた3つ の概 念 は,フ ラ ンス革 命 で は,そ れ まで の 「信仰 ・

愛 ・希望 」 にかわ るもの と して,「 自由 ・平等 ・博 愛 」 と表 現 され ま した。 フ

ランス革命 の3つ のモ ッ トーは,疑 い もな く,全 世界 に及ぶ 民 主 主義 の確 立 に

貢 献 しま した。そのシンボルが,自 由 の女神 像 で す 。 この3つ の概 念 の基 礎 を

なす もの と して,世 俗化 があ り,し か しまた多 元 主義 に お け る際 限のない 自由

の中で,価 値 の無 価 値化 が あ りま した。 これ らは,常 に形式 的 な寛容 と対 をな

し,輝 け る 自分 自身へ 至 る道 程 が授 け られて きま した。輝 ける多元主義 におい

て は,各 自が 自分 の関 心 領域 が犯 され ない限 り,自 らの欲 す る と ころ をす る こ

とが 出来 ました。今 日我々が気づ くまで,こ う した姿 勢 が,地 球 が 人類 に よ っ

て止 まる ところ な く,搾 取 され破 壊 され て きた とい う事実に疑い もな く大 き く

関与 してい ます。

1984年 世 界 人権 憲章 規 約 が,地 球 上 の殆 どの国 民 に よ って,署 名 され ま した。

そ れ は,人 間 に内在す る尊厳,法 に よる支 配 と社 会 的進 歩 につ いて述べ てい ま

す。 この人権憲章規約 は,世 界 中 いた る ところ,ヨ ーロ ッパ にお い て も,し か

しなが らま た私 の故 国 に お いて も,犯 され る こ との な い最低 限 の 許可(権 利)

を有 す る とな って い ます。

今 日この 人権憲章規約 は,無 規律 な 自由 と形 式 的 寛容 とい う近代 的思考 の先

駆 的存在 と見 なされてい ます。冒濱 された世界 の様相 を提示す る世紀末 に,内

実 を伴 った寛 容 が求 め られ てい るのです 。我々は,世 界 を共有 し,維 持 し得 る

ため に,人 間 の本 質 と取 り組 むべ きなの であ ります。それは,1人 の 人間,そ

の 人 自身 か ら始 ま ります 。 それ は,新 た な3つ の規 範 が,啓 発 的 に また動 機 を

与 える とい う意味で,人 間 の行 動 を規定 して い くこ とを意味 します。

そ こで,科 学 の 目的 は何 か,と い う問 いへ の答 え に至 ります。それ は,人 間

存在 へ の貢献 であ り,人 類 共生 の新 た なモ デ ルの 開発 であ ります。新たな3つ
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の規範 としての共生 の主題 として,グ ローバ ル な基 本 的価値 観 を提 案 したい と

思 い ます。

生命の基本的価値 とは

1.人 間 の尊 厳

2.人 間(能 力)の 開発

3.人 間の保 護

で あ り,個 別 に は,以 下 で述 べ ます。

1.人 間の尊厳 につ いて

多 くの憲 法,特 に ドイ ッ基 本法 は,人 間 の尊 厳 で始 め られ て い る。池 田先生

のおっ しゃる意味で 申 し上げ ます と,人 に尊厳 を与 える人 は,自 らの尊 厳 と栄

誉 を得 る とい う こ とです。人権規約 は,第1・2・3・4・5条 で,博 愛 とい

う意 味 で,こ う したテ ーマ を扱 って い ます 。

2.人 権 規約 第6-30条 で,自 由 と平 等 とい う意 味で 挙 げ られている人i類の共

生 とい う総体 が,人 問の 開発 とい う こ とに属 し ます。重要 なのは,個 性 ・肉体 ・

精神 的質 の 向上 に対 す る自由 とい うことです。

3.人 間の保 護 とい う こ とにつ い て。 これは,人 権 規約 で触 れ て い ない,ま た

その 限 りに於 いて,開 発 とい う点 で は言 及 され ない生命 の価値の模 索がな され

なければな りませ ん。 ここにおいては,人 間 の行為 が,そ の多 くの徳 とい う局

而 で,重 点 的 に照 射 され な け れば な りませ ん。保護 とい うのは,グ ローバ ル に

不可 侵 の もの と して確立 されるべ き価値 を基礎 とした行動倫理 を前提 と します。

例 えば,人 間の発 展 を制 限す る こ とな く,人 問の尊厳 を要 求 す る ように。 生命

に関す る基本法 は,人 間の,ま た 同時 に社 会 及 び地 球 の保 護 のため に,宗 教 問

対 話 の中 で築 き上 げ られ ます。 この対話 は,グ ローバ ル な,宗 教 の違 い を超 え

た基 本 的 な価 値 を もたらすのです。その グローバルに受 け入れ られた価値 と徳

は,不 可 侵 で な けれ ば な りませ ん。例 と して は,仏 法 の十 界 論 及 び(マ タイ伝

5-7)の 山 上 の 垂 訓(+戒)は,人 間 を 自分 自身 か ら守 る こ とを 目的 と して

い ます。 ガルデ ィーこの言葉 を借 りれば,危 機 とい うの は,「 偏 に 人 間 自身 に

由来 す る」 の です。私 は自分 を守 り,地 球 を守 る とい うこ とで す。 こ うした保
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護 というのは,平 和実現の基礎であ ります。平和 というのは,偏 に啓発的に目

的意識を持 った自分 自身の内面,及 び基本的価値 という意味での環境 との対峙

によってのみ,確 かなものとなるのです。

ニューヨ0ク の自由の女神 は,過 ぎ去 りゆ く理性の時代の,ま たそこから帰

結 した人権のシンボルであ ります。基本的価値の三つの関係概念は,人 類 と地

球のグローバルな問題解決に於いて,新 たな希望及び平和の基礎をもたらすこ

とが出来るのです。

ヨーロッパ科学芸術アカデ ミーは,ザ ルツブルグのウンタースベルクという

山の麓に60Mの 高 さの寛容の碑の建設を目標 として掲げました。この建設は,

寛容の賞の授与,青 少年の育成,宗 教問対話における学術的議論の促進ととも

に進められます。 またこの宗教間対話は,世 界的に受け入れられるような新た

な生命の基礎 と,世 界的に有効な生命の基本的価値 を目指 したものです。この

記念碑 はただ孤高 を囲って立っているだけではなりません。そうではなく,我々

世界の全ての人々の心によって支えられなければな りません。その輪の中へ,

皆 さんを是非お迎えしたいと思ってお ります。我々は,皆 様の努力を人類 と地

球の平和への貢献 と見なしてお ります。

私の話の最後に,私 に頂いた名誉学位記 を,宗 教 ・文化を超えて架かる意義

ある橋の支えと思ってお ります。我々皆が一つになってこそ,グ ローバルな平

和 を確かなものとする事が出来るのです。私は寛容こそ,生 命の基本的な価値

を達成する媒体であると思 ってお ります。ご静聴有 り難 うございました。

※本稿 は,1997年7月11日,ウ ンガ ー一博 士 に対 す る創価 大 学 名誉学位記授与の

際 に,行 われ た同博 士 の記 念 講演 の全訳で ある。


